
　4月26日の臨時会において、私たちが県議
会議長および副議長の要職に就任いたしまし
た。長い歴史と伝統に培われた滋賀県議会に
あって、その職責の重さを痛感し、身の引き締
まる思いであります。
　さて、100 年に一度といわれる世界的な経
済危機により、景気の低迷や雇用情勢の悪化
など、暮らしに直結する課題が深刻となってお
ります。
　また、市町村合併が進展した一方で、道州制について議論されるなど、
地域主権の主体として地方自治のあり方も大きく変わろうとしております。
　こうした中で県民の皆様の代表である議会の責任と役割は、ますま
す重要になっております。このような時代において、県民の皆様の安全、
安心な暮らしの実現や議会における政策立案能力の向上に誠心誠意努
力してまいります。
　今後とも皆様の格別なる御支援と御協力をお願い申し上げ、就任のご
あいさつとさせていただきます。
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　2月定例会では、「平成22年度滋賀県一般会計予算」をはじめとする知事提出議
案67件と議員提出議案11件（決議・意見書）が上程されました。審議の結果、いず
れも原案のとおり可決したほか、11月定例会において継続審査とされていた「滋賀
会館の設置および管理に関する条例を廃止する条例案」を原案のとおり可決しま
した。
　また、各委員会では、付託された各議案ならびに請願、陳情、その他所管事項に
ついて審査および調査を行いました。特に新年度予算については、委員45人で構成
する予算特別委員会（委員長：三浦治雄議員、副委員長：中沢啓子議員）が設置さ
れ、3日間にわたり21人の委員が県当局に対し質疑を行い、さらに分科会調査を3日
間実施した上で、可決すべきものと決しました。

●平成22年度予算を可決
　2月定例会では、予算特別委員会の審査結果を受け、平成22年度滋賀県一般会計
予算を可決しました。一般会計の総額は、4,946億3千万円で、前年度当初と比べ金
額で94億5千万円、率にすると1.9％のプラスとなりました。ただし、国の経済危機
対策に対応した基金関連事業は173億円で、これらを除くと対前年比で約79億円、
1.6％の減となり、3年連続のマイナス予算となっています。

●滋賀会館の設置および管理に関する条例を廃止する条例案を可決
　滋賀会館の文化施設としての用途を平成22年4月から廃止するための条例案は、
昨年11月定例会で継続審査としていましたが、同館の今後の方針や県庁周辺の県
立施設活用策などについて議論が行われ、同条例案を可決しました。

●滋賀統合物流センター（ＳＩＬＣ）事業について
　滋賀県経済振興特区制度で認定を受け、米原市が計画している「滋賀統合物流
センター（ＳＩＬＣ）事業」について、事業担当である県幹部職員が逮捕されたこと
から、県の責任や今後の事業見通しなどについて活発な議論が展開されました。
  また、所管の厚生・産業常任委員会は、旧米原町長ほか5人を参考人招致し、事業
の経緯などについて調査を行いました。
　さらに、県当局に対して、事業の実現に向け必要な支援を積極的に行うことを求
める決議を可決しました。

自由民主党・真政会
民主党・県民ネットワーク
対話の会・びわこねっと
日本共産党滋賀県議会議員団
公　　　 明　　　 党
無　　　 所　　　 属

（平成22年4月1日現在）
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。
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　滋賀県議会は、4月 26 日および 27 日に 4月臨時会を、6月1日から 21日ま
での 21日間の会期で 6月定例会を開きました。
　4月臨時会では、第 90 代議長に吉田清一議員（自由民主党・真政会）が、第
102 代副議長に谷康彦議員（民主党・県民ネットワーク）が選出されたほか、各
委員会の正副委員長と委員、議会選出監査委員が選ばれ、県議会の新体制を
決定しました。
　この臨時会では、上程された議員提出議案1件および知事提出議案 4 件を審
議した結果、いずれも原案どおり可決、承認または同意しました。
　6月定例会では、「平成 22 年度滋賀県一般会計補正予算（第 2 号）」をはじめ
とする知事提出議案 19 件と議員提出議案 6 件（意見書、決議）が上程され、審
議した結果、議員提出議案 1件（意見書）を否決したことを除き、いずれも原案
のとおり可決、同意しました。
　本会議における質疑、質問および討論では、延べ 27人の議員が登壇し、県政
全般にわたって論議を展開したほか、各委員会では、付託された各議案、請願
その他所管事項について審査および調査を行いました。

議長
 吉田　清一

副議長
 谷　　康彦

就任のごあいさつ ４月臨時会・６月定例会の概要

６ 月定例会本会議

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒 520-8577　大津市京町４−１−１　滋賀県議会事務局　議事調査課政務調査室　TEL 077-528-4094　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp
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